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	　　　　　　　　　　　　　　　　　　『世間』と『社会』　
　人から頼まれて断れず悩んでいる、『世間』と『社会』のはざまに迷いこんでいる人はいませんか。
　『世間』とは、あなたが現在あるいは将来に関係がある人たちです。学校の友だちや、サッカーチームやダンス教室や塾での友だち、親しい近所の人たちも含まれます。『世間』と反対なのが『社会』です。道ですれ違った人や、電車で横に座った人や、コンビニやスーパーなどで出会った人たちです。
　私たちの世界は、『世間』と『社会』の２つの世界で成り立っています。
（『社会』の中に『世間』も含まれるという考えもあります。）
[image: NOといえない女性イラスト - No: 24204828｜無料イラスト ...]先日、大阪で電車の到着を待っていると、隣に４人組のおばさんたちも並んで待っていました。電車がホームに到着してドアが開くと、その中の一人のおばさんが我先に電車のドアから乗り込み、４人席をゲットして「みんな早くおいで」と呼び掛けて、４人でどんと座りました。このおばさんをどう思いますか？おばさんは冷たい人でしょうか？そうでないことは皆さんもわかるでしょう。おばさんを知る人の間では、世話好きで面倒見がいい人だと思われているでしょう。自分に関係のある人＝『世間』をとっても大切にしている人なのではないでしょうか。
私たちは自分に関係のある人＝『世間』を大切にします。自分に関係のない『社会』の人を無視しても誰からも注意されません。それはいじわるではなく、生きている世界が違うと思っているからです。
　　江戸時代、私たちの多くは村に住んでいました。隣の人から「田植えを手伝って」とお願いされれば、自分が今度病気になった時に助けてもらおうと思い、手伝いました。『世間』の人の頼みごとをきけば、巡り巡って、自分にとってプラスに働くと考えていました。村も、村を守るために決めた決まりを守る人たちを村全体で守りました。つまり、周りの人＝『世間』の人から頼みを断っては暮らしていけませんでした。今は江戸時代ではありませんからそんなことはないのですが、そういう考え方は私たちの“こころ”の奥底で脈々と受け継がれています。だから、人から何かを頼まれると、無意識に「申し訳ない」とか「すいません」とか「断ってはいけない」と思ってしまうのかもしれません。
　　ですから、あなたが人の頼みをなかなか断れないのは、あなたが弱いからではありません。
　『世間』の人からの頼みに対して、「断ったら悪い」という昔から受け継がれている思いがあなたを縛っているために断れないのかもしれません。断ると心苦しいと思い込んでいるのです。あなたの心の中にある『世間』の記憶があなたを苦しめているのではないでしょうか。だから、断ってもいいんです。無理しなくても・・・。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引用・参考文献　　『空気』を読んでも従わない　　鴻上尚史著　　岩波ジュニア新書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１月　来校予定 
７日（金）　・　１４日（金）　・　２１日（金）　・　２８日（金）　　　　　　　　　　１０：00～16：００
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